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表 1 レーザ治療器の種類と用途 
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図 1 水の吸収スペクトル 
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(a) Nd:YAG レーザ      (b) Er:YAG レーザ 








図 3 歯周病治療の模式図 
イバと呼称することとする． 
酸化チタンペレットによるファイバ先端の加工方法を図















































































図 7 熱変換エネルギーの割合の測定方法 
 














































入射エネルギー E µJ/pulse  
図 8 TP 処理ファイバ先端のエネルギー分配割合 















に固定した．検出素子は，InSb 素子上に InAs 素子を積層
したもので，共に応答速度が 1 µs と速く，ファイバ先端の
温度を計測するための十分な性能を有している 29)．また，
各素子に Nd:YAG レーザ光が入射しないようにするため，




図 10 は，InAs 素子からの出力波形例である．レーザ光
の出射開始時間は t =100 µs の位置であり，τ =400 µs のパ
ルスレーザー光を出射したときの結果である．出力は，レ
ーザ光を出射してから 50 µs 経過して上昇しており，レー
ザ光の出射終了時に最高温度に到達し，以後減少している．




図 11 は，レーザ光の出射が終了してからの TP 処理ファ
イバ先端の温度変化について示した結果である．t =0 µs の
位置がレーザ光の出射終了時間である．グラフから，出射
終了時は先端温度が 1800℃と高温であるが，その後急激に
温度が減少して，t =700 µs 後には 300℃近くまで低下して
いるのがわかる．これは，ファイバの主成分である石英の
定圧比熱が 0.79 J/gK と小さいこと 31)，TP 処理したファイ
バ先端長が 1 mm程度と短いことに起因して，熱容量が 2.20













































図 10 温度計(InAs 素子)からの出力波形例
























































表面に窩洞を形成し，SEM 観察および 3 次元形状測定を行


















































出射エネルギー  E  mJ/pulse
レーザ出射条件
 τ =50 µs
 τ =100 µs
 τ =200 µs






























出射エネルギー  E  µJ/pulse  
(b) TP 処理ファイバ 













    τ =100 µs
    E =100, 200 mJ/pulse
    P =1, 2 kW
    f =1 Hz








出射回数     n    times
   E =100 mJ/pulse
   E =200 mJ/pulse
 
図 12 レーザ出射条件と TP 処理ファイバ先端の温度 
 
100µm 100µm  
(a) TP 処理直後            (b) レーザ照射後 








(b) TP 処理後 
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